
さあ1年のたたかいのスタート

一人ひとりの声あつめ
組合員が主役の春闘を前へ

集
会
冒
頭
、
川
本
淳
委
員
長
が
あ

い
さ
つ
し
、「
日
本
の
賃
金
水
準
は

今
や
主
要
国
の
中
で
低
位
と
な
っ

た
。
適
正
な
労
働
分
配
率
へ
と
回
復

さ
せ
、
物
価
と
賃
金
の
好
循
環
を
生

み
出
す
社
会
経
済
構
造
へ
と
転
換
さ

せ
る
た
め
、
労
働
組
合
が
一
丸
と

な
っ
て
、
賃
上
げ
を
求
め
る
こ
と
が

重
要
だ
」
と
し
た
。

そ
の
上
で
、「
自
治
労
と
し
て
も

こ
れ
ま
で
以
上
に
積
極
的
に
賃
上
げ

を
求
め
る
春
闘
に
し
た
い
。『
あ
な

た
の
声
で
は
じ
ま
る
春
闘
』
を
ス

ロ
ー
ガ
ン
に
、
組
合
員
一
人
ひ
と
り

の
声
を
集
め
て
要
求
を
行
う
と
い
う

労
働
組
合
の
基
本
に
立
ち
返
り
、
多

く
の
組
合
員
の
参
加
を
追
求
す
る
春

闘
と
し
よ
う
」
と
訴
え
た
。

「
2
0
2
3
春
闘
方
針（
案
）」を
受

け
た
討
論
で
は
、
連
合
春
闘
の
あ
り

方
、
確
定
闘
争
の
総
括
、
人

員
確
保
闘
争
の
推
進
、
会
計

年
度
任
用
職
員
の
賃
金
改

定
、
定
年
引
き
上
げ
の
運
用

面
の
交
渉
促
進
、
コ
ロ
ナ
で

疲
弊
す
る
保
健
所
や
医
療
職

場
の
現
状
と
課
題
、
中
途
採

用
者
の
処
遇
改
善
、
新
規
採

用
職
員
の
組
織
化
、
来
年
の

統
一
自
治
体
選
挙
闘
争
の
推

進
な
ど
で
、
現
場
の
闘
争
報

告
も
含
め
て
多
く
の
意
見
が
出
さ
れ

た
。こ

れ
ら
を
受
け
伊
藤
書
記
長
が
、

「
生
活
給
の
確
保
を
め
ざ
し
、
賃
金

の
運
用
改
善
の
た
め
、
少
な
く
と
も

『
1
単
組
・
1
要
求
』に
、
す
べ
て
の

単
組
で
取
り
組
も
う
。
交
渉
を
積
み

重
ね
、
組
合
員
が
主
役
の
運
動
と
し

て
前
に
進
め
る
春
闘
と
し
た
い
。
職

場
点
検
を
基
礎
に
人
員
確
保
闘
争
を

推
進
す
る
。
会
計
年
度
任
用
職
員
の

常
勤
職
員
と
の
処
遇
均
衡
を
め
ざ

し
、
組
織
化
も
進
め
よ
う
。
公
共

サ
ー
ビ
ス
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
に
多
く
の

組
合
員
の
結
集
を
。
す
べ
て
の
単
組

で
一
歩
前
の
実
践
に
つ
な
げ
て
い
こ

う
」
と
集
約
し
た
。

な
お
2
日
目
に
は
、
社
会
学
者
の

橋
本
健
二
早
稲
田
大
学
教
授
が
、

「
現
代
社
会
の
新
た
な
階
級
構
造
と

労
働
組
合
に
求
め
る
こ
と
」
と
題
し

て
講
演
し
た
（
上
囲
み
記
事
参
照
）。

自
治
労
は
12
月
8
〜
9
日
、
自
治
労
2
0
2
3
春
闘
中
央
討

論
集
会
を
東
京
で
開
催
。
対
面
・
ウ
ェ
ブ
あ
わ
せ
て
47
県
本

部
・
1
社
保
労
連
か
ら
約
3
7
4
人
が
参
加
し
、
賃
金
・
労

働
条
件
の
改
善
、
人
員
確
保
な
ど
の
前
進
、「
公
共
サ
ー
ビ

ス
に
も
っ
と
投
資
を
！
」
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
の
展
開
な
ど
を
議

論
し
た
。
春
闘
方
針
は
、
2
0
2
3
年
1
月
30
〜
31
日
の
第

1
6
3
回
中
央
委
員
会
で
決
定
す
る
。

2
日
間
の
日
程
で
対
面
方
式
で
の
分
散
会

を
復
活
。
討
論
に
も
熱
が
入
る

格格格格格格格格格格格格格格格格格格格格格格差差差差差差差差差差差差差差差差差差差差差差のののののののののののののののののののののの問問問問問問問問問問問問問問問問問問問問問問題題題題題題題題題題題題題題題題題題題題題題はははははははははははははははははははははは
最最最最最最最最最最最最最最最最最最最最最最大大大大大大大大大大大大大大大大大大大大大大のののののののののののののののののののののの政政政政政政政政政政政政政政政政政政政政政政治治治治治治治治治治治治治治治治治治治治治治的的的的的的的的的的的的的的的的的的的的的的争争争争争争争争争争争争争争争争争争争争争争点点点点点点点点点点点点点点点点点点点点点点

日本はこの40年間、格差が拡
大し続けてきた。非正規・低所
得のアンダークラスは貧困と社
会的孤立の中に置かれ、それが
すべての人々の生活の質の低下
の原因になっている。

今や格差の問題は最大の政治
的争点だ。「自己責任論」を否
定し、所得再分配を求める社会
的合意を作らなければならな
い。今こそ労働組合は、その役
割を発揮してほしい。

早稲田大学教授・橋本
健二さんの記念講演

連
合
は
12
月
1
日
、
第
89
回

中
央
委
員
会
を
開
催
し
、
2
0

2
3
春
闘
方
針
を
決
定
。「
く

ら
し
を
ま
も
り
、
未
来
を
つ
く

る
。」
の
ス
ロ
ー
ガ
ン
の
下
、

「
賃
上
げ
分
を
3
％
、
定
昇
相

当
分
（
賃
金
カ
ー
ブ
維
持
相
当

分
）
を
含
む
賃
上
げ
を
5
％
程

度
」
と
す
る
要
求
を
掲
げ
て
、

総
力
を
あ
げ
て
た
た
か
う
こ
と

を
意
思
統
一
し
た
。
交
渉
の
ヤ

マ
場
は
3
月
14
〜
16
日
と
な
る
。

あ
い
さ
つ
に
立
っ
た
芳
野
友

子
連
合
会
長
は
冒
頭
、「『
パ
ー

ト
の
勤
務
日
数
を
削
減
さ
れ

た
』『
す
で
に
1
日
1
食
の
た

め
こ
れ
以
上
、
食
費
を
切
り
詰

め
ら
れ
な
い
』。
連
合
本
部
に

寄
せ
ら
れ
た
働
く
仲
間
の
叫
び

の
声
だ
」
と
切
り
出
し
た
。
そ

し
て
、「
日
本
の
労
働
者
は
、
物

価
高
、
円
安
、
コ
ロ
ナ
禍
の
三

重
苦
に
置
か
れ
、
賃
金
水
準
は

先
進
国
の
中
で
も
最
下
位
水
準

に
あ
る
」
と
し
、「『
未
来
づ
く

り
春
闘
』で
、デ
フ
レ
マ
イ
ン
ド

を
断
ち
切
り
、
ス
テ
ー
ジ
を
変

え
よ
う
。
と
も
に
力
を
あ
わ
せ

て
た
た
か
お
う
」
と
訴
え
た
。

く
ら
し
を
ま
も
り
、未
来
を
つ
く
る
。

賃
上
げ
5
％
程
度
を
要
求

芳野会長のあいさつは
組合員の悲痛な訴えの
紹介から始まった

主な闘争日程（案）

2月17日 スト批准投票結果
の本部への報告

2月28日 闘争指令権確立
（拡大闘争委員会）

3月10日 地域アピール行動
全国統一行動日

3月13～17日 自治労統一交渉
ゾーン

3月17日 自治労3．17全国統
一行動日

連 合
春闘方針

12月8日には日本とルーマニ
アをつないでオンライン交流
会。折紙のサンタ作り（右）。現
地活動報告をするPBVの皆さ
ん（下）

ウ
ク
ラ
イ
ナ
支
援
緊
急
カ
ン
パ
の
贈

呈
先
の
一
つ
で
あ
る
ピ
ー
ス
ボ
ー
ト
災

害
支
援
セ
ン
タ
ー
（
Ｐ
Ｂ
Ｖ
）
が
12
月

12
日
、
自
治
労
本
部
を
訪
れ
、
カ
ン
パ

を
財
源
に
現
地
で
展
開
す
る
支
援
事
業

の
進
捗
報
告
を
行
っ
た
。

報
告
に
よ
れ
ば
Ｐ
Ｂ
Ｖ
は
、
ウ
ク
ラ

イ
ナ
国
内
で
は
、
米
国
に
拠
点
を
置
く

食
糧
支
援
Ｎ
Ｇ
Ｏ
団
体（
Ｗ
Ｃ
Ｋ
）と
連

携
し
て
、
避
難
民
に
温
か
い
食
事
を
提

供
す
る
事
業
を
展
開
し
て
い
る
。
ま
た

ル
ー
マ
ニ
ア
で
は
、
地
元
Ｎ
Ｇ
Ｏ
団
体

（
Ｎ
Ｌ
Ｐ
）と
連
携
し
、
難
民
支
援
セ
ン

タ
ー「
ド
ブ
・
ハ
タ
」で
の
衣
料
、食
料
、

日
用
品
の
配
布
や
ル
ー
マ
ニ
ア
語
と
英

語
の
教
室
な
ど
を
支
援
し
て
い
る
。

さ
ら
に
、
近
く
ジ
ョ
ー
ジ
ア
の
病
院

で
、
日
本
製
の
歩
行
訓
練
ロ
ボ
ッ
ト
を

用
い
て
戦
争
負
傷
者
の
リ
ハ
ビ
リ
訓
練

の
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
を
始
め
る
予
定
だ
。

ⓒNotorious Learning Projects/PBV

主な記事
2面 自治労青年女性

オキナワ平和の旅 ほか

ウクライナ避難民に食事や衣料支援
戦争負傷者のリハビリ訓練も

ウクライナ支援活動現地報告

●https://www.jichiro.gr.jp/・・・・2022年12月21日 ［旬刊（1の日発行）・1954年4月17日第三種郵便物認可］第2333号（１）



「公共サービスにもっと投資を！ 」
キャンペーン

各賞と賞品
★ 大賞１点、優秀賞複数点を決定し、大賞の作品を当キャン
　 ペーンポスターのメインキャッチコピーに採用
★ 副賞として、【大賞】賞金５万円・「BALMUDAThe Pot」
　 （電気ケトル）、【優秀賞】商品券１万円分

2023年２月13日（月）

応募方法等
の詳細は
こちらから！

ポスター用キャッチコピーを募集

2023春闘

自治労は今年も本キャンペーンを展開します！
その一つとして、組合員からキャッチコピーを募集した上で、
大賞の作品をもとにポスターを作成します。
皆さんの積極的な応募をよろしくお願いします！

募集締切

自治労青年女性オキナワ平和の旅「
対
馬
丸
撃
沈
事
件
」
生
存
者
の
平

良
恵
子
さ
ん
の
講
演
を
胸
に
刻
む

（
右
）。
オ
ス
プ
レ
イ
が
駐
機
す
る
普

天
間
飛
行
場
（
中
）。
平
和
祈
念
公

園
に
あ
る
「
命
ど
ぅ
宝
」
の
碑（
下
）

自分のあたり前は「あたり前」じゃない
過過過過過過過過過過過過過過過過過過過過過過過過過過過過過過過過去去去去去去去去去去去去去去去去去去去去去去去去去去去去去去去去のののののののののののののののののののののののののののののののの『『『『『『『『『『『『『『『『『『『『『『『『『『『『『『『『ももももももももももももももももももももももももももももももももののののののののののののののののののののののののののののののののささささささささささささささささささささささささささささささささしししししししししししししししししししししししししししししししし』』』』』』』』』』』』』』』』』』』』』』』』』』』』』』』』にににににににににににににににににににににににににににににににに学学学学学学学学学学学学学学学学学学学学学学学学学学学学学学学学ぶぶぶぶぶぶぶぶぶぶぶぶぶぶぶぶぶぶぶぶぶぶぶぶぶぶぶぶぶぶぶぶ

12
月
6
〜
8
日
、
自
治
労
青
年
女
性
オ
キ
ナ
ワ
平
和
の
旅
に

は
全
国
か
ら
28
県
本
部
68
人
が
参
加
し
た
。
沖
縄
の
現
実

に
、
参
加
し
た
若
い
仲
間
た
ち
は
何
を
学
ん
だ
の
か
。
兒
玉

聖
史
青
年
部
長
に
寄
稿
し
て
も
ら
っ
た
。

ゴ
ォ
ー
と
い
う
轟
音
と
と
も

に
飛
び
回
る
軍
用
機
。
立
ち

寄
っ
た
サ
ー
ビ
ス
エ
リ
ア
の
近

く
で
鳴
り
響
く
銃
声
（
射
撃
訓

練
の
音
と
後
で
知
っ
た
）。
未

知
の
世
界
が
そ
こ
に
あ
っ
た
。

フ
ィ
ー
ル
ド
ワ
ー
ク
2
日

目
。
雨
音
を
切
り
裂
く
よ
う
な

轟
音
に
私
た
ち
は
戸
惑
っ
て
い

た
。
沖
縄
県
本
部
の
仲
間
に
尋

ね
る
。「
こ
の
も
の
す
ご
い
音

が
基
地
か
ら
の
騒
音
な
ん
で
す

ね
」。
沖
縄
の
仲
間
は
「
晴
れ

て
い
た
ら
も
っ
と
す
ご
い
。
今

日
は
雨
だ
か
ら
ね
」
と
け
ろ
っ

と
し
て
い
る
。

「
慣
れ
て
し
ま
っ
て
い
る
自

分
が
い
る
」
と
そ
の
仲
間
は
言

う
。
戦
後
沖
縄
に
生
ま
れ
、
米

軍
基
地
や
騒
音
に
囲
ま
れ
た
現

状
…
。
そ
れ
が「
あ
た
り
前
」に

な
る
。
は
じ
め
は
お
か
し
い
と

は
思
え
な
か
っ
た
そ
う
だ
。
過

去
の
沖
縄
戦
の
歴
史
や
経
過
を

学
ん
だ
か
ら
こ
そ
、
基
地
が
あ

り
、
日
常
が
脅
か
さ
れ
て
い
る

こ
と
に
気
付
い
た
と
い
う
。

ハ
ッ
と
さ
せ
ら
れ
た
。
沖
縄

に
生
ま
れ
た
と
い
う
だ
け
で
は

じ
め
か
ら
反
戦
平
和
を
訴
え
る

運
動
家
に
な
る
わ
け
で
は
な
い

の
だ
（
そ
り
ゃ
そ
う
だ
）。
同

時
に
恥
ず
か
し
く
も
な
っ
た
。

沖
縄
の
人
だ
か
ら
反
戦
を
訴
え

る
な
ど
の
、
安
易
な
決
め
つ
け

を
し
て
い
た
か
ら
だ
。

沖
縄
で
起
き
て
い
る
こ
と
は

沖
縄
だ
け
の
問
題
で
は
な
く
私

た
ち
全
員
の
問
題
だ
。
沖
縄
の

仲
間
が
力
強
く
平
和
運
動
が
で

き
る
の
は
、
過
去
を
き
ち
ん
と

学
び
、
教
訓
を
引
き
出
し
、
二

度
と
同
じ
悲
劇
が
起
き
て
は
な

ら
な
い
と
い
う
思
い
が
あ
る
か

ら
だ
。
歴
史
と
は
今
を
生
き
る

私
た
ち
に
絶
え
ず
警
告
す
る

「
も
の
さ
し
」
な
の
だ
ろ
う
。

「
軍
隊
は
住
民
を
守
ら
な

か
っ
た
」「
命
こ
そ
が
一
番
尊

い
大
切
な
も
の
」、
そ
し
て「
青

年
女
性
の
皆
さ
ん
の
こ
れ
か
ら

に
期
待
し
ま
す
」。
生
存
者
の

方
か
ら
の
言
葉
で
あ
る
。
過
去

か
ら
目
を
そ
ら
さ
ず
自
分
事
と

し
て
捉
え
、
反
戦
平
和
の
声
を

あ
げ
て
い
き
た
い
。

青
年
部
長

兒
玉
聖
史

桜
井
市
は
奈
良
県
の
中
部
に

位
置
す
る
人
口
約
5
万
6
0
0

0
人
の
市
。
桜
井
市
職
は
、
組

合
員
数
3
0
9
人
で
、
正
規
職

員
の
組
織
率
は
68
・
7
％
（
2

0
2
1
年
6
月
）。新
規
採
用
職

員
の
加
入
率
は
、
近
年
70
％
前

後
で
推
移
し
て
い
る
。

組
織
率
が
従
来
1
0
0
％
で

あ
る
保
育
職
場
や
現
業
職
は
新

採
者
が
加
入
す
る
も
の
の
、
本

庁
事
務
職
や
技
術
職
、
保
健
師

に
は
組
合
員
数
が
少
な
く
、
新

採
者
の
加
入
も
少
な
い
。
そ
れ

を
克
服
す
る
た
め
、
県
本

部
の
支
援
を
受
け
て
対
策

に
本
腰
を
入
れ
て
き
た
。

話
を
聞
か
せ
て
く
れ
た
委
員

長
の
西
本
能
裕
さ
ん
に
よ
れ

ば
、「
今
ま
で
は
、
4
月
1
日
の

入
庁
日
か
ら
3
日
く
ら
い
の
間

に
組
合
加
入
説
明
会
を
開
い
て

い
ま
し
た
が
、
今
年
か
ら
は
3

月
の
人
事
課
の
事
前
説
明
会
の

場
で
昼
休
み
の
時
間
を
も
ら

い
、
組
合
の
説
明
と
加
入
届
を

書
い
て
も
ら
う
呼
び
か
け
を
し

ま
し
た
。
11
人
の
う
ち
9
人
が

入
っ
て
く
れ
ま
し
た
」
と
の
こ

と
だ
。
2
0
2
0
年
は
4
人
中

0
人
、
2
0
2
1
年
は
13
人
中

6
人
の
加
入
。
今
年
は
か
な
り

の
前
進
だ
。

今
回
は
、
若
い
執
行
委
員
も

加
わ
り
、
役
割
分
担
を
事
前
に

細
か
く
つ
め
て
本
番
に
臨
ん

だ
。
ビ
ジ
ュ
ア
ル
な
ビ
ラ
を
作

成
し
、
ポ
イ
ン
ト
も
絞
り
込
ん

だ
。書

記
長
の
久
留
飛
多
紀
子
さ

ん
は
、「
細
か
い
説
明
を
す
る
の

で
は
な
く
、『
組
合
は
困
っ
た
と

き
に
な
ん
と
か
す
る
と
こ
ろ
や

で
』
の
一
点
で
ア
ピ
ー
ル
し

た
」と
言
う
。「
若
い
執
行
部

が
、
2
〜
3
年
前
に
自
分
が
説

明
を
聞
い
た
経
験
も
踏
ま
え

て
、説
明
内
容
を
考
え
て
く
れ

た
」。
ま
た
、「
説
明
会
で
よ
く

出
る
質
問
へ
の
答
え
方
も
決
め

た
。加
入
に
消
極
的
な
声
が
出

て
も
、『
入
っ
て
く
だ
さ
い
』と

答
え
る
と
確
認
し
た
」
と
い

う
。さ

ら
に
年
度
途
中
に
採
用
に

な
る
職
員
は
、
職
場
の
組
合
員

か
ら
個
別
に
声
を
か
け
て
加
入

を
働
き
か
け
る
。
こ
れ
が
難
し

い
場
合
は
、
翌
年
の
説
明
会
に

参
加
を
呼
び
か
け
て
い
る
。

仲
間
づ
く
り
の
意
義
を
理
解

し
て
も
ら
う
た
め
、
県
本
部
の

ア
ド
バ
イ
ス
で
6
月
に
は
新
採

レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
を
開
催
し

た
。「
何
が
相
手
の
心
に
響
く

の
か
、
は
か
り
か
ね
ま
す
が
、

チ
ャ
レ
ン
ジ
を
重
ね
た
い
」

と
、
久
留
飛
さ
ん
は
話
す
。

自治労は、第29回自治労文芸賞の最終選考会
を11月18日に開き、32の応募作品の中から「彼
女を先生と呼ぶ」を入選とした。
作者は兵庫県本部・神戸市従の松本優さん。
自治労文芸には初めての応募。松本さんは、「入
選と聞いてびっくり。自分の解離性障害の発症
経験が物語の素材。この疾患への社会的な理解
を深めるきっかけになればと思う」と話す。
なお、ほかの受賞作品の紹介と選考審査の詳
細は、「じちろう」第2335号（2023年1月21日）
に掲載予定。また、受賞作品を収録した「自治
労文芸No.30」は2023年2月の発行予定だ。

第29回自治労文芸賞 選考結果 「
心
に
響
く
何
か
」を
探
し
て

若
手
の
知
恵
と
力
集
め
前
へ

②
奈
良
・
桜
井
市
職

新
規
採
用
者
の
加
入
に
む
け
て

松本優さん（神戸市従）散文の部
入 選 は

小説『彼女を先生と呼ぶ』

ゆう

松本優さん
1982年生まれ。2008年
神戸市入職。行財政局
業務改革課チャレンジ
ドオフィスに勤務。

新採交流説明会での「お絵描き
ゲーム」（上）。西本能裕委員長（左）
と久留飛多紀子書記長

2
0
2
2
年
6
月
に
実
施
さ
れ
た
東
京
・

杉
並
区
長
選
挙
で
当
選
し
た
岸
本
聡
子
さ
ん

の
自
伝
的
「
社
会
運
動
エ
ッ
セ
ー
」。

岸
本
さ
ん
は
、
オ
ラ
ン
ダ
に
拠
点
を
置
く

国
際
Ｎ
Ｇ
Ｏ
に
約
20
年
勤
務
し
、
水
道
の
民

営
化
・
再
公
営
化
の
問
題
な
ど
を
中
心
に
研

究
。
各
国
の
市
民
団
体
、
労
働
組
合
の
政
策

ア
ド
バ
イ
ス
を
行
っ
て
き
た
。
自
治
労
が
加

盟
す
る
Ｐ
Ｓ
Ｉ
（
国
際
公
務
労
連
）
と
も
つ

な
が
り
が
深
い
。
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
で
今
、
隆
興

し
て
い
る
「
ミ
ュ
ニ
シ
パ
リ
ズ
ム
」
の
日
本

へ
の
紹
介
者
で
あ
る
。

「
ミ
ュ
ニ
シ
パ
リ
ズ
ム
は
利
潤
と
市
場
の

法
則
よ
り
も
、
市
民
、
公
益
、
コ
モ
ン
ズ（
公

共
財
）
を
優
先
し
、
政
治
課
題
の
中
心
に
置

く
」と
岸
本
さ
ん
は
言
う
。彼
女
が
実
践
し
て

き
た
地
べ
た
の
民
主
主
義
が
、
国
や
グ
ロ
ー

バ
ル
資
本
の
圧
力
を
恐
れ
な
い
自
治
体
を
、

世
界
各
地
で
生
み
出
し
つ
つ
あ

る
こ
と
、
そ
れ
は
自
治
労
の
運

動
と
共
通
の
質
を
持
つ
こ
と

を
、
本
書
は
教
え
て
く
れ
る
。

私
た
ち
に
は
大
き
な
希
望
だ
。

（
な
お
杉
並
区
は
自
治
労
未
加

盟
）

地
べ
た
の
民
主
主
義
が
世
界
を
変
え
る

「
私
が
つ
か
ん
だ
コ
モ
ン
と
民
主
主
義
」

岸
本
聡
子

晶文社
1，760円

仲
間
に
な
ろ
う
よ

2023
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